
史
上
初
め
て
５
兆
円
を
突
破
し

た
今
年
度
の
当
初
予
算
よ
り
１
１

４
３
億
円
（
２
・
３
％
の
増
）

も
上
積
み
。
２
年
連
続
で
５
兆
円

突
破
と
な
り
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
日
米
軍
事
協
力
の
指
針
）
と
安

保
法
制
＝
戦
争
法
の
具
体
化
に
向

け
安
倍
政
権
下
で
５
年
連
続
の
軍

拡
予
算
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
は
、

日
米
が
共
同
開
発
を
続
け
て
き
た

Ｓ
Ｍ
３
ブ
ロ
ッ
ク
２
Ａ
（
１
４
７

億
円
）
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
Ｍ
Ｓ
Ｅ
（
１

０
５
６
億
円
）
と
い
っ
た
能
力
向

上
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
の
取
得
費
を

初
め
て
計
上
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
３

５
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
（
６
機
９
４

６
億
円
）
や
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ

（
４
機
３
９
３
億
円
）
と
い
っ
た

米
国
製
高
額
兵
器
の
購
入
も
継
続
。

Ｆ
３
５
に
つ
い
て
は
、
三
沢
基

地
（
青
森
県
）
に
臨
時
飛
行
隊
を

新
た
に
編
成
し
、
来
年
度
以
降
に

実
機
配
備
を
開
始
す
る
計
画
で
す
。

来
年
度
、
陸
上
自
衛
隊
で
は
、

全
国
の
部
隊
を
一
元
的
に
指
揮
す

る
陸
上
総
隊
や
日
本
版
海
兵
隊
と

な
る
水
陸
機
動
団
な
ど
を
編
成
す

る
計
画
で
す
。

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
へ
の
新

基
地
や
同
県
東
村
高
江
周
辺
で
の

ヘ
リ
パ
ッ
ド
な
ど
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
・
米

軍
再
編
の
両
関
係
経
費
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
と
同
額
が
仮
置
き
さ

れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
以
降
に
新
た
に

生
じ
る
〃
ツ
ケ
払
い
額
〃
を
示
す

「
新
規
後
年
度
負
担
」
は
２
兆
５

０
５
２
億
円
。
今
年
度
と
比
べ
て

２
１
７
７
億
円
（
９
・
５
％
）

の
大
幅
増
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
防
衛
省
は
大
学
や
公
的

研
究
機
関
、
民
間
企
業
を
将
来
兵

器
の
研
究
開
発
へ
動
員
す
る
た
め

の
「
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制

度
」
に
１
１
０
億
円
を
計
上
。
今

年
度
予
算
（
６
億
円
）
か
ら
、
一

気
に
１
８
倍
の
増
額
に
な
り
ま
す
。

同
制
度
が
創
設
さ
れ
た
昨
年
度

に
は
１
０
９
件
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
が
、
研
究
者
ら
の
軍
学
共
同

反
対
運
動
の
広
が
り
を
受
け
て
、

今
年
度
の
応
募
は
４
４
件
に
急
減
。

過
去
の
侵
略
戦
争
へ
の
反
省
か
ら

軍
事
研
究
に
従
わ
な
い
方
針
を
掲

げ
て
き
た
日
本
学
術
会
議
も
、
安

倍
政
権
が
推
進
す
る
軍
学
共
同
の

是
非
を
め
ぐ
っ
て
６
月
に
議
論
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
防
衛
省
が
、
研

究
者
ら
の
良
心
を
札
束
で
買
収
す

る
べ
く
、
異
例
の
予
算
措
置
で
反

転
攻
勢
に
出
た
形
で
す
。
研
究
１

件
あ
た
り
最
大
で
３
年
・
９
０
０

０
万
円
の
現
在
の
助
成
額
を
、
５

年
・
１
０
億
円
程
度
に
ま
で
拡
大

す
る
「
大
規
模
な
投
資
」
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
動
き
に
対

し
て
「
軍
事
費
を
削
っ
て
医
療
・

福
祉
・
教
育
の
充
実
を
」
と
の
声

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（２） ２０１６年９月１１日 日本共産党県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №３６５

軍
事
費
が
２
年
連
続

５
兆
円
を
突
破

船
橋
市
平
和
委
員
会
再
建
準

備
会
が
船
橋
市
に
対
し
て
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

安
保
関
連
法
の
廃
止
や
訓
練

中
止
を
国
に
要
求
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
で
は
「
国
の
専
管
事

項
な
の
で
要
望
す
る
立
場
に
な

い
」
と
の
回
答
が
目
立
ち
、
参

加
者
か
ら
は
「
国
の
権
限
だ
と

し
て
も
影
響
を
受
け
る
の
は
市

民
で
あ
り
、
市
民
の
代
表
と
し

て
国
に
要
望
を
上
げ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
習
志
野
基
地
の
訓
練

時
の
騒
音
に
つ
い
て
担
当
者
は

「
習
志
野
基
地
は
空
港
で
は
な
い

の
で
騒
音
の
基
準
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
船
橋
市
で
は
下
総

基
地
（
飛
行
場
）
の
基
準
で
測

定
し
て
お
り
、
基
準
を
上
回
っ

て
い
る
数
値
も
あ
る
の
で
配
慮

を
要
請
し
て
い
る
」
「
訓
練
時
間

は
午
前
８
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
と
す
る
よ
う
口
頭
で
要
望
し

て
い
る
」
と
回
答
。
参
加
者
は

「
朝
７
時
か
ら
夜
９
時
ま
で
飛
ん

で
い
て
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い

る
」
「
自
衛
隊
側
は
ほ
ぼ
毎
日
夜

９
時
ま
で
飛
行
す
る
予
定
を
発

表
し
て
お
り
、
市
の
要
望
に
応

え
て
い
な
い
。
も
っ
と
強
く
要

請
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

中
学
生
の
自
衛
隊
で
の
職
場

体
験
に
つ
い
て
市
側
は
「
望
ま

し
い
勤
労
観
や
職
業
観
の
育
成

を
目
的
に
し
た
も
の
で
、
募
集

活
動
と
は
別
の
も
の
と
考
え
て

い
る
」
と
回
答
。
こ
れ
に
た
い

し
て
参
加
者
は
「
自
衛
隊
は
一

般
の
職
場
と
は
全
く
異
質
な
場

所
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
送

る
べ
き
で
は
な
い
」
「
自
衛
隊
で

は
募
集
業
務
の
一
環
と
し
て
と

ら
え
て
お
り
、
市
の
認
識
と
は

違
っ
て
い
る
」
な
ど
の
発
言
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

市
の
平
和
事
業
に
対
し
て
参

加
者
か
ら
「
と
て
も
い
い
企
画

だ
っ
た
が
、
参
加
者
が
少
な
く

て
残
念
。
ぜ
ひ
広
報
を
さ
ら
に

強
め
て
大
勢
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
。

市
に
寄
せ
ら
れ
る
騒
音
の
苦

情
に
つ
い
て
市
側
か
ら
「
こ
れ

ま
で
、
受
け
た
人
間
が
苦
情
だ

と
思
わ
ず
記
録
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
す
べ
て
記
録
す
る

よ
う
に
し
た
」
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

防
衛
省
が
２
０
１
７
年
度
軍
事
費
（
防
衛
関
係
費
）
の
概
算

要
求
を
決
定
。
新
ミ
サ
イ
ル
取
得
費
を
計
上
す
る
な
ど
、
総
額

は
５
兆
１
６
８
５
億
円
で
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

船
橋
市
に
要
請
す
る
平
和
委
員
会
参
加
者

と
丸
山
慎
一
県
議
（
左
か
ら
２
人
目
）。

＝
８
月
３
１
日
・
船
橋
市
役
所

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
や

オ
ス
プ
レ
イ
な
ど

陸
上
総
隊
な
ど
新
た

な
部
隊
編
成
も

大
学
や
公
的
機
関
を

軍
事
に
取
り
込
む

「
札
束
攻
勢
」
で
研

究
者
の
良
心
を
買
収


